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デ ュ ル ケ ム に お け る個人主義
寺　林 脩
1　 時代的背景
　デ ュ ル ヶ ム （Emile 　Durkheim ，　1858−1917）が 若 く し て ， フ ラ ン ス 第三 共和政 （1871− 1940）の
道徳的統一に貢献した い と言明 して い る こ とは強調 され て よ い 。 彼は第三 共和政の 政治や経済
政策，社会制度 な どの 欠陥の 改善 を願 っ て い る。また，広 く近代社会の 病理現象 （特 に労働争
議や犯罪 ， 自殺 な ど）に 心 を痛め て い る 。 そ の 合理 的で 具体的な解決策を提案す る こ と が ， 彼
の生涯変わ らぬ 課題で ある 。 マ ル ク ス や ウ ェ ーバ ーほ どには ， 政治的活動 に関与す る こ とはな
か っ た けれ ど も， ドレ フ ユ ス 事件 で の 擁護運動や南ア戦争反対 の 請願運動に は積極的 に参画 し
て い る 。 また ， 政教分離法の 推進者で もある 。 さ ら に ， 第一次世界大戦に お い て は ， 研究活動
を犠牲に して第三 共和政の イ デオ ロ ーグ として ， 愛国的なプ ロ パ ガ ン ダに 従事 して活躍 して い
る 。 当時の 思想家の 中で は ， めず らし く一貫 した政治的立場 を生涯 に 亘 っ て 持ち続け て い る 。
モ ラ リ ス テ ィ ッ クな 自由主義者 として 。 愛国的な共和派の市民 と して 。
1）
　デ ュ ル ケム の 社会理論や ， そ の べ 一ス にな る社会哲学 （社会観 と人 間観）は ， 複雑多岐に 亘
る知的伝統か ら影響 を受 けて 選び取 られ，独 自な形成 を経て 展開 され る 。そ こ に，第三 共和政
の 自由主義的イデオ ロ ギーに よる ， 知的伝統の 取捨選択が働 い て い て も不思議で な い 。 ある面
で モ ン テ ス キ ュ ーを継承 し ， ある面で ル ソーを継承 して い る。サ ン ・シ モ ン や コ ン ト， ス ペ ン
サ ーに お い て も同様 に 。 しか し ， そ の こ と で デ ュ ル ケ ム の社会理論や社会哲学の 価値 は 低め ら
れ な い 。 彼の イ デオ ロ ギ ー自体 ， 偏狭な もの で はな い 。 む しろ ， 時代的に多様な価値観が錯綜
して お り，政治的，経済的か つ 思想的転換期で ある 為 に，彼 の社会理論で は，当時の知的な最
前戦を も考慮 した見事な体系化が な され て い る
1
と言 え る。
　本稿 は デ ュ ル ケ ム の社会理論の 中で ， 独 自な社会観か ら導か れ る 社会概念や ， 独 自な 方法論
に よ っ て照 射され るア ン ビ ヴ ァ レ ン トな個人主義に 着目した い 。 そ の 認識の 過 程に も着目した
い
。 本章 で は彼 の個人主義の 前提条件 に なる ， 社会観 の 形成 に影響 を与 えた時代的背景に触れ
る 。 デ ュ ル ケ ム が活発な研究活動 に入 る 1890年代まで に ， 彼の社会理論の 中核 で ある社会哲学
は ほぼ形成 され て い る。
　ク ロ ーチ ェ は 自由主義の 展開 に注目 して ， 『19世紀 ヨ ーロ ッ パ 史』 を書 い て い る 。 それ に よれ
ば ， 政治的に も経済的に も著し く進展す る 19世紀中葉 の 自由主義は ， 世紀末に は ， 社会 的 ， 文
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化的な意味に お い て も自由主義 と い う一語 で 表現で きる広が りをみ せ る 。 それは啓蒙主義の理
想で ある世俗的権力や宗教的権威か らの 自由を原点として ， 市民革命や産業革命に よ っ て形成
さ れ て き た ， 政治的 ， 経済的 ， 宗教的 自由で ある 。 世紀末に は ， 資本主義化に よる経済の 自由
放任の 枠を越えて ， 民主 主義化に よる時代 的な雰囲気 となる 。 リヒ トハ イム に よる と， こ の期
の 自由主義 は ， 「資本主義 と民主主義 とい う衝撃の 結果 と して生 まれ て きた ， 社会秩序の 自己解
釈 と い う意味 」2〕をもっ て い る 。 保守的で ブ ル ジ ョ ワ 的な自由主義こ そ ， 社会秩序を維持す る も
ので あ る と い うの が一般的な 自由主義イデオ ロ ギーであ る 。 デ ュ ル ケ ム に お い て は，モ ラ リス
ト と して の ラ デ ィ カ リズ ム が加味 されて い る。もはや ， 「1870年以降の ヨ ー ロ ッ パ に は ， 古 い 絶
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 チ エ ザ リ ス モ
対王 朝の 復活 も， 新 しい 武断専制の爆発 もみ られ な くなる 。 」 3）
　 しか し次第 に ， 資本主義の高度化 に伴 な い ， 経済的自由の本来の基盤 は崩壊 し始める 。 19世
紀後半に 強 ま る 帝国主義や社会主義 ， お よび 自然科学の 著 し い 進歩に よる広義の 科学主義や ，
そ の他の 諸々 の 批判的で対抗的 な諸思潮 に よ っ て ， 自由主義は厳 しい 試練 を受 け， 諸矛盾 を包
含 した まま ， 危 うい 緊張関係の上 に均衡 を保 っ て い る 。 ジ ョ ル に よる と， 「こ うした対照 と矛盾
こ そ ， 1890年か ら第一次世界大戦の 勃発 に 至 る 時代 を， ヨ ーロ ッ パ 文明 の 全史の 中で 最 も興味
ある ， 創造的 な時代に して い る 」 4｝と言う。 また ， ヒ ュ ーズ は ， 「1890年代の 10年 とそ の後 を受
けた次 の 10年 間に ， 18， 19世紀の 社会思想の 根本的前提 は批判的再検討 をこ うむ り，そ こ か ら
われ われ の時代の特微的な新 しい 考え方が生 まれて きた 」5）と言 う 。 政治 ， 経済 ， 社会お よび文
化の す べ て の 領域で過去が 問い 直され ， 未来が模索されて い る 。 こ の 知的変革 の時代に雰囲気
的で曖昧模糊 とした 自由主義 を ， それ で も左右勢力の 攻撃に耐える 自由主義を ， ヨ ーロ ッ パ で
典型 的に担 っ て い た の が フ ラ ン ス 第三 共和政で ある。
　第三 共和政は ま ぐれ 当りで生 まれ て きた と言われ るよ うに ， 短命が 予想され て い た 。 パ リ ・
コ ミ ュ ーン の 反乱 の鎮圧，王制復活の 回避，急進派 に対する恐怖の 為の 軍国的 ， 教権的反動 な
ど ， 難問題が 続発 する 。 し か しなが ら ， 近代的 フ ァ シ ズ ム の 先駆的特徴を もつ ブーラ ン ジズ ム
の反議会主義や ， ドレ フ ユ ス事件の 反 ユ ダヤ 主義 を克服 して ， 穏健的な 共和派が 支持 を拡大す
る 。 並 行して ， 帝国主義的な国民主義の先鋭化や 国際的危機状況 も進行す る 。 労働者階級の 台
頭に よる擬似的社会主義や サ ン デ ィ カ リズ ム の 勢力 も浸透 して ， ブ ル ジ ョ ワ的自由主義 と混合
し ， 第三 共和政の 自由主義の 共和派の 団結は希薄な もの に な っ て くる 。 デ ュ ル ケ ム が 歓迎 す る
政教分離を実現 した ， 急進社会党を中心 とする ク レ マ ン ソーの 共和派政権は ， 安定 した基盤 を
も つ こ とが で きな くな り，第一次世界大戦 （1914− 1918）へ 突入 して い く。
　 と こ ろ で ， 19世紀後半の フラ ン ス の 知的雰囲気を支配 して い る の は ， デ カル トか ら啓蒙主義
を経 て ， サ ン ・シ モ ン ， コ ン トに 至 る特殊 フ ラ ン ス 的な合理主義の 伝統 と，そ の 延長に あ っ て
生物学 の影響 を強 く受 けた経験科学的な実証主義で ある 。 新カ ン ト学派の 華々 し い 時代 で は あ
るが ， それ を も実証主義 は包み込 ん で い る 。 フ ラ ン ス の み ならず ， 普通選挙や 代議制 とい う自
由主義的理 念が ヨ ー ロ ッ パ 諸国で も実現 さ れ て く る と ， 知的関心 は に わ か に社会と人間に つ い
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺林 ：デ ュ ル ケ ム に お け る 個人 主 義
て の 実証的研究に集中 し て くる。い ろん な分野で新しい 知見が著 し く拡大 され蓄積され る 。 し
か し同時に ， 世紀末か ら20世紀初頭 は ， 実証主義へ の 批判や 反逆の 時代で もある。思想的に第
三 共和政 の 自由主 義を攻撃す る常套手段 は ， 第三共和政 に つ なが る実証主義の 信念 に 対 して 攻
撃を加 える こ とで ある。なぜ な ら， 自然科学の発展 に よる経験科学的方法の
一般化か ら， 近代
社会の永続性 を 自明の もの とする観念が生 じる と こ ろ に ， 第三 共和政 と実証主義 の 結び つ きが
ある か らで ある 。
　社会 と人間の複雑性や 神秘性が 益々 明 ら か に され る こ と に よっ て ， それ らの 非合理性 すら合
理 化し うる とす る実証主義の信念 に 対 して ， 多方面か ら疑問が提出 され る 。 コ ン トの観念的な
社会進化論や ス ペ ン サ ーの 生物学 的アナ ロ ジーの 著 し い 社会有機体説 ， テ
ーヌ の 遺伝 と環境に
よ る人間行動の 決定論な ど は説得力を失な う 。 観念論的
一元論の 反実証主義の諸思想 に 対 して，
また ， 経験論的
一元論の 実証主義内部の諸科学 に対 して も， デ ュ ル ケ ム は そ れ ら の 独断論的傾
向を払拭 し て ， 実証主義の 徹底化 した 自然科学的な経験科学 （社会学） を確立 しな けれ ぼな ら
な い 。 社会 と個人 を対立的に と らえる立場 を取らず ， 社会 と個人の 相互浸透性や相互依存性 を
認 め る と こ ろ に ，また，社会理論の形成の為 の準拠枠 を社会的な全体社会や社会的関係、社会
的行為な ど に求め る と こ ろ に ， さ らに厳格な経験科学的方法論 を採用する と こ ろ に ， 現代社会
学の 誕生が ある 。 デ ュ ル ケ ム に お い て は ， 第三 共和政の 理 想で あ る モ ラ リス テ ィ ッ クな自由主
義的近代社会の 確か さ を確保す る為 に ， 全体 社会の 客観的 な実在性を明示 する 。 そ の 論証 に お
い て客観的 な社会的事実 を説明手段 とす る厳格な実証主義的方法論を確立す る 。 ジ ン メ ル や ウ
ェ
ーバ ーとならんで ， デ ュ ル ケ ム が現代社会学の 創設者の
一人で ある 理由が そ こ に ある 。 特に ，
全体社会の統合性 を第一義の 準拠枠に選 ん で い る と こ ろ に デ ュ ル ケム の特徴が ある 。
　デ ュ ル ケ ム は社会 と人間の 複雑性や神秘性 ， また 一見非合理 に み える現象 を ， で きる限り客
観的な方法で合理 的に説明 しよう とす る 。 コ ン トか ら継承 した実証主義の 再構築で ある 。 デ ュ
ル ケ ム に お い て ，自然科学の方法 とその哲学 へ の敷延 とい う意味か ら ， 経験的事実の 背後に あ
る超経験的実在の 否定の 意味 に ， さ ら に形而上学的な もの の排斥か ら ， 科学の成立根拠で ある
経験 自体の批判 に まで ， 彼の 実証主義は迫 っ て い る 。
　以上 か ら ， デ ュ ル ケム が フ ラ ン ス第三共和政 に 自己同一化 して い る と十分に 考え られ る 。 モ ラ
リス テ ィ ッ ク な 自由主義者で ある 。 実証主義者で ある 。 また ， 彼は ドイ ツ風の 支配 する政情不
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラ　 ピ
安 な国境地帯の ロ レ ーヌ地方 に ， ユ ダヤ 派の 律法学者の 子 と して 生 まれ，しか も ユ ダヤ 系の信
仰 を棄て て い る。マ ージナ ル ・マ ン の 彼が 学問 を志す 。 フ ラ ン ス で最初の 社会学講座 は彼 の為
に開設され る 。 ボ ル ドー大学か らパ リ大学の 教授と な っ て ， 彼の 研究分野で は最高の 職 と名声
を得 て い る 。 政治的に も， 学問的 に も ， また 身分的に も自己同
一化がみ られ る 。 デ ュ ル ケ ム の
根本的な問題意識は ， 第三 共和 政お よび近代社会の あるべ き姿を解 き明か し ， そ こ に個人の 自
由 と平等 ， 社会 の 正義 を位置づ け る こ とで あ るだ ろ う。秩序 ある 社会の 統合の 為の 社会的制度
や組織、人 間関係が 当面の 問題で あ る為 に ， 道徳科学的社会学が 重要な も の と な る 。
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2　 社会観
　 デ ュ ル ケ ム に と っ て ， 研究活動の 当初 か ら社会 と人 間は本来的 に対立 す る もの で は ない 。 彼
の社会観の中に人 間観が含まれ て い る 。 彼の 人間観は社会観ほ どそ の独自性を示 して い な い 。
社会観に よる社会概念 の 形成お よび社会理論の 展開に お い て ， デ ュ ル ケ ム の 人間観や個人 主義
が明 らか に な る 。 本章で は当時の知 的伝統か ら継承 され る社会観お よびそ の 概念化 に着 目する 。
　デカ ル ト以降の フ ラ ン ス 合理主義哲学の 社会に 対する観念は ， モ ン テ ス キ ュ ー ， ル ソ ーを経
て サ ン ・ シ モ ン に 至 っ て 実証的な性格を強め る 。 サ ン ・シ モ ン が産業社会 を見 る眼は ， 社会を
一つ の 有機的な真の 機械 と して 実証的 に と らえよ うとす る もの で あ る 。 しか し ， 社会生理学や
人間科学 の完成 はア イデ ィ アの次元 で終 る 。 サ ン ・ シ モ ン の 問題 を継承 した弟子 の コ ン トは ，
師の 学問の体系化の 為に 社会学を創設し ， そ の 方法的原理 として 実証主義 を規定 した 。 サ ン ・
シ モ ン と コ ン トの理念を科学 的に結合するこ とが ， デ ュ ル ケ ムの知的伝統の 継承 の 骨子で ある。
19世紀後半の 実証主義は地理 学派 （ル ・プ レ ーな ど〉や 生物学的社会学派 （ス ペ ン サー ， ウ ォ
ル ム ス
，
エ ス ピ ナ ス な ど）， 心理 学的社会学派 （タ ル ド， ル ・ボ ン な ど）な どが ある 。 デ ュ ル ケ
ム や彼の弟子 達 （デ ュ ル ケ ム 学派） は ， それ らを批判す る形で ，独 自の実証主義的経験科学 と
しての社会学を洗練 して い く。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 エ コ 　ル コノ ル マ ル 　シヱペ リJ −ル
　デ ュ ル ケ ム 自身の 知的伝統か らの 継承 をた ど る 。 まず ， 高 等 師 範 学 校の 二 人 の 師 ， フ ユ
ス テ ル ・ド ・クーラ ン ジ ュ と ブー トル ーか らの影響が指摘で きる 。 前者か らは科学的な歴史的
方法が ， 後者か らは要素に対す る総合の 特質 に つ い て の観念が学び取 られ る 。 もち ろ ん， 近代
の産業社会像は サ ン ・ シ モ ン か ら ， 社会進化論は コ ン トか ら ， 社会有機体説 は ス ペ ン サ ーか ら，
社会類型や 集合表象の観念 は エ ス ピナ ス か ら，い ずれ も批判的 にで は あるが少な か らず影響 を
受 け て い る 。 社会観 に対 して 人間観は ， デカ ル ト的な心 身二 元論の 上 に ， 万人共通の 理 性と人
格を確信す る啓蒙主義の それ を継承 して い る 。 さらに当時の新カ ン ト学派の 代表的思想家で ある
ル ヌ ヴ ィ エ ， お よび彼 を通 して カ ン トか ら影響 を強 く受 けて い る。 また ドイ ツ の ヴ ン トや イ ェ
リ ン グに は ， 道徳的事実の 実証的研究に触発 さ れ て い る 。 こ こ で は ， デ ュ ル ケ ム の 社会観の概
念化 に直接的な影響が ある と思われ る シ ェ フ レ を取 りあげる 。 また ， モ ン テ ス キ ュ ーや ル ソー
に も言及ず る。
　社会が単な る個人 の 総和で はな く， そ れ 以上 の 質 を異 に した 固有な独 自の 実在で ある と い う
社会観は，デ ュ ル ケ ム の ドイ ツ留学時 （1886− 1887）に 社会実在論者 シ ェ フ レ か ら学 ん で い る。
デ ュ ル ケ ム の 最初 の 論文で ある ， シ ェ フ レ の 『社会体 の構造 と生活』 に つ い て の 書評 に伺 え る 。
シ ェ フ レ が 社会構造の基体を形態学的に とらえ る方法は ， デ ュ ル ケ ム の初期の大著 で ある 『社
会分業論 』 （De　la　division　du　travail　social ，　1893）で援用 され て い る 。 シ ェ フ レ の 生 物有機体
と社会有機体の明確な区分も同様で ある 。 そ して 何 よ りも，社会 は観念的実在 で ある とい う シ
ェ フ レ 思想 の 中核の 継承 こ そ ， デ ュ ル ケ ム の 社会観を決定 して い る 。 近 くは ブー トル ー， 遠 く
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　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　 寺林 ：デ ュ ル ケ ム に お け る個人 主義
は ル ソーの影響 も見逃せ な い 。
　シ ェ フ レ に よる と ， 「社会は物理的な関係に よ っ て で はな く， 観念的な絆に よ っ て社会の メ ン
バ ーが相互 に結びつ い て成立 して い る 」観念的実在で ある。また，「社会 は単 に諸個人 の 集合で
は な く， そ れ に 先立 っ て 存在 し て い る 。 今 日，構成さ れ て諸個人 が存続す る為 に。また ， 諸個
人が社会に 影響 を与え る以上 に社会 は諸個人 に 影響を与え ， 独 自の生活や意識 ， 利害関心 ， 運
命 をも っ て い る。」 つ まり，社会 は個人 と異なる属性 をもっ て い る 。 とは い え ， 社会 とい う 「集
合的精神は個人的精神が要素で ある と こ ろ の ， ひ と つ の 構成体に すぎな い 。 」
6）デ ュ ル ケ ム は集
合意識や個人意識 とい う語を後に用 い る 。 彼に よ っ て後 に概念化 され る と こ ろ に よる と ， 社会
は独 自の 実在で あ り， 究極的 に は個人意識 に還元で きな い 集合意識 の 状態で ある 。 つ ま り， 個
人意識の相互作用で 形成 され る 集団共有的な思惟 と感情 と行動の様式で あ る 。 そ の 形式化 さ れ
た もの は社会的組織や制度， 慣習で あ り ， その象徴化 され た もの は宗教や道徳 ， 文化で ある 。
ただ ， シ ェ フ レ や リ リエ ン フ ェ ル ト， マ ク ド ゥ
ーガ ル ， グ ン プ ロ ウ ィ ッ チ な ど の ドイ ツ の 社会
実在論者 に は ， 社会 を超個人 的主体 として の 実在 とみ る傾向が強 い 。 デ ュ ル ケ ム は経験科学の
対象 として の社会 の客体性に 注 目して い る 。後半期の 彼の 社会概念で は，社会の 本質を宗教現
象 と して と らえ ， そ の 社会的生命 （集団心性）を強調 し て い る 。 限 りな く主体的実在 に接近 し
て い る 。 しか しあ くまで ， 集合意識 としての社会は ， そ の メ ン バ ーで ある個人の意識 を通 して
しか考えた り， 感 じた り， 意志す るこ とが で きない 。 けれ ど も，個人 的な感覚や欲求の レ ベ ル
を超 えて 考 え感 じ意志 して い るの は社会で ある 。 個人 に 内在化され た価値や規範 と し て の社会
で あ っ て ， 個人 自体で はない 。 い い か えれば超 自我 と し て の 社会で ある 。 社会 と個人の 相互 浸
透性 や相互 依存性が絶た れて い な い とい う意味で ， デ ュ ル ケ ム は始 め か ら終 りまで 社会実在論
者で は な い 。
　次に モ ン テ ス キ ュ ーとル ソーに言及 した い 。 デ ュ ル ケ ム は モ ン テ ス キ ュ ーを社会科学 の創始
者 と呼ぶ 。彼の 『法の精神 』 に み られ る，歴史を支配 す る因果関係の 法則性の 追求や ， 民族 に
お け る一般精神 ， 社会 の 現実的な制度の 客観的な比較研 究な ど， サ ン ・シ モ ン ， コ ン ト， ス ペ
ン サ ーらに継承 され て デ ュ ル ケ ム に 流れ込 ん で い るが ， 直接的な影響力 も大で ある 。 と くに ，
モ ン テ ス キ ュ ーの 経験的事実 の認識 に お ける論理 的整序には学ぶ と こ ろが あ っ ただ ろ う。 また ，
一般精神の 概念化に お い て ， モ ン テ ス キ ュ ーが 精神的な宗教や 習俗 ， 法 ， 生活様式と ， 物理的
な風土や人口 な どを要因 とし て構成し て い る と こ ろな ど ， デ ュ ル ケム の 社会概念 （社会 的事実
の 定義の 方法） に 近 い 。 さ ら に ， モ ン テ ス キ ュ ーの 間接的な民主主義論に お ける，二 次 的中間
集 団の媒介的機 能の強調 は ， デ ュ ル ケ ム が提唱する職業集団の それ と同様 で ある 。 彼が社会 を
科学的に とらえ る姿勢と ， 社会改革の ア イデ ィ ア は モ ン テ ス キ ュ ー的で ある 。
　他方， ル ソーの影響 は非常 に興味深 い 。 よ く指摘 され るよ うに ，モ ン テ ス キ ュ ーの L 般精神
よ りもル ソ ーの 一般意志 は ， デ ュ ル ケ ム の 集合意識に 近 い 。 一般意志か ら集合意識 は構想され
て い るか もしれ ない 。 一般意志 は個人の 自由意志 に よる社会契約で 形成される公共的我 であ る 。
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それは 個人意志の 単なる総和で ある全体意志 とは異 な り， つ ね に共通 の 利益 を 目指す もの で あ
る と論 じられ て い る か らで ある 。 デ ュ ル ケ ム の集合意識で は社会統合的機能が強調 され て い る 。
また ， ル ソ
ー
の 直接的民主主義の 国家論は ， 国家を共同体に置 き換えれ ばデ ュ ル ケ ム の 共同体
論 と符合 して くる。ル ソーの 念頭 に あ っ た 国家は近代社会の 強大 な民族国家で は な い 。 ル ソー
は い わゆる コ ス モ ポ リタ ニ ズ ム を否定 して い る 。 また ， ル ソーの新 し い 人間の創造 は ， デ ュ ル
ケ ム が後半期 に力を注 い だ道徳教育論 に継承 され て い る 。 デ ュ ル ケ ム は社会 を映す鏡 と して の
教育か ら ， 社会 を改革する主体形成の教育へ と教育観を転換 して い る 。 以上の 点 もさる こ とな
が ら ， ル ソ ーの す べ て の作 品に 通 じ る性格 と デ ュ ル ケ ム の それ との類似性は関心 を引く。 ル ソ
ーの理論的特徴は ， 現実の単 な る抽象で はな くて ， 現実をあ る理 想的形態に変形 し て 創造 され
た高次 の 現実を対象に して い る 。 い わ ゆ る ユ ー ト ピ ア論で は な い 。 現実の 理想的効果 を追求し ，
そ の対比で現実の批判的分析にな っ て い る 。 この ス タイ ル はデ ュ ル ケ ム の 『社会分業論 』 や 『自
殺論』 （Le　suicide ，　1897），『道徳教育論 』 （L
’6ducation　morale
，
1925）， 『社会学講義』 （Legons
de　sociologie ，1950）な ど と同 じで ある 。 と くに ， 宗教や道徳 とい う社会の象徴的機能に ， 社会
的理想 を含 む高次元の社会 の実在 をみ るデ ュ ル ケ ム の 社会観も ル ソー的で あ る 。 モ ン テ ス キ ュ
ーとル ソーの 影響 は ， デ ュ ル ケ ム の 研究活動の 進展 に つ れて 強 くな っ て い る よ うに思わ れ る 。
　以上 の よ うに ， デ ュ ル ケ ム が 知的伝統か ら継承 して形成 して い る社会観の 為 に ， また ， 自然
科学の 客観性 に も匹敵す る実証主 義的経験科学 と して の 社会学 を構築す る為に ， 彼の認識の立
場が方法論的な全体主義 に なる必然性が ある 。 個の 総和以 上の 全体で ある 社会が ， 個人 を外側
か ら （個人に 先行する社会的事実の 組織や制度 ， 文化な ど）， ある い は内在化され た社会 とし て
内側か ら（社会化 され た個人意識内の 価値や規範な ど）， 個人 を規 定す る とい う立場で ある。 とく
に ， 個人意識の 単なる総和以上 の集合意識が外在的事実 と して ， 個人の 行動を拘束す る とい う
社会の超個人 的側面が 強調され る立場で ある 。 デ ュ ル ケ ム は当時の 心理学的な方法論 的個人主
義 を厳 しく批判 して い る 。 例 えば ， タル ドは社会的現象の本質 を個人間の 心的模倣 として と ら
え ， そ の 伝播に よ っ て社会的統一が得られ る とす る 。 社会の 個人 的側面 を強調 し た訳 で ある 。
デ ュ ル ケ ム に すれ ば， それ は独断的な経験的一元論 であ っ た 。 個人 的心 理 に還元 しえな い 事実
こ そ ， 社会 にお い て は重要で ある 。 当時の 知的水準 か らす れ ぼ客観化 しが たい 心理に よらず ，
社会的現象は 経験的に観察可能 な客観的指標 で ある社会的事実 を 「 もの 」 と して と られ ， 社会
的事実 に よ っ て 説明 しな けれ ば な らな い とい うの が デ ュ ル ケ ム の 確立 した方法論で ある 。
　デ ュ ル ケ ム の定義に従 うと， 社会的事実 とは ， 人 口 の 分布や密度 ， 土地 の 広狭 な ど の社会的
基体 で ある形態学的な存在様式で あ り，また ， 宗教や道徳 ， 法 ， 経済 ， 言語 ， 芸術， 制度， 習
俗な どの 象徴的で機能的な社会生理学的な存在様式 で もある 。 社会的事実の 客観性は個人意識
に対す るその外在性 と拘束性 と い う特徴 に よ っ て 確か め られる。分析 に お い て は ， 「社会的事実
の 決定原因は ， 個人 意識の 諸状態の うち に で はな く， それ に先立 っ て 存在 して い た社会的事実
の うちに 求め られね ばな らない 」 7）と ， デ ュ ル ケ ム が言う。 つ ま り ， 発生論的な 因果分析が重視
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寺林 ；デ ュ ル ケ ム に お け る個人 主義
され る 。 社会進化論 に そ っ て 言え ば， 発展論的因果分析 で ある 。 また ， 彼は社会 的事実の 社会
的基体か らの相対的自律性を次第 に強調する 。 つ ま り， 宗教や 道徳な ど の 集合意識相互 の関係
や ， それ らと全体社会の 関係 を問題 に す る の で ， 構造的 ， 機能的分析や社会統合的分析が 因果
分析 と ともに 多用 さ れ る 。 最初の 社会的事実の 定義に 示 さ れ る ， 社会形態学的分析や社会生理
学的分析 とあわ せて ， 彼の社会理論の分析視角は出揃 う。 もう
一点 ， 彼の社会理論を貫 く， 第
三 共和政に コ ミ ッ トし た モ代社会の 理想的実現 を求め る実践的な価値評価 的視角は忘れ られ な
い o
　 こ こ で デ ュ ル ケ ム の社会概念 を整理する 。 社会 とは諸個人 の相互作用 に よ っ て 形成 される が ，
諸個人の総和以上 の もの で ある 。 社会は個人 に先行 して個人 を社会化 して い る組織や制度 ， 文
化の総体で ある 。 宗教や道徳 と して象徴化され て い る社会 は ， 理想 的 ， 理念的な集合意識 とし
て の 社会で あ る 。 価値や規範 と して 社会は個人意識 に 内在化して い る 。 つ ま り， 社会 は メ ン バ
ーす べ て と ， そ の現実的生活世界 と ， 集合意識 とい う次元 を異に して い る複合的実在で ある 。
　以上 の ような彼の 社会概念か ら ， 社会 を度外視 して人間性 の 自律 と発展の み を問 う ， ドイ ツ ・
ロ マ ン 主義的人 間観は デ ュ ル ケ ム に な い 。 社会的で道徳的人間 と非社会的で 利己的人 間の 二 元
論の対比で 個人 主義 をみ て い る 。
3　 個人 主義 とア ノ ミー
　デ ュ ル ケ ム は 『社会分業論』 の序文で次の ように述 べ て い る 。 「本書の 根本問題は ， 個人的人
格 と社会的連帯 との関係の問題 で ある 。 個人が 自律的にな るに したが っ て ， より緊密 に社会に
依存す る よ うに な る の は ど うしてで あろ うか 。
……こ の外見的二 律背反 を解決 す る もの が ， 分
業の つ ね に増大 してゆ く発展 に 基づ く社会的連帯の 変化で あ る よ うに ， わ れ わ れ に は 思われ る 。
こ の こ と こ そ，われ われ が分業を研究の対象 とする よ うに 導か れ た理 由で あ る 。 」
8》
　デ ュ ル ケ ム は社会の 全体的統合を基本類型 と す る ， 進化論的な社会 の 構造変動を明 らか に し
て い る 。 伝統的社会 に お い て 支配的で あ る ， 同質的で 類似的な諸環節の 体系か ら生 じる機械的
連帯か ら ， 近代社会 にお い て優越する異質的で 個別的な諸機能の体系か ら生 じる有機 的連帯 へ
とい う発展図式で ある。伝統的社会に お い て は ， 社会の メ ン バ
ーで ある個々 人 は社会に 共通 な
信念や感情の 確定的体系で あ る集合意識を共有 して い る。 集合意識の す ぐれ た超越性の 内に個
人意識が埋没 して お り ， 個人 は社会 とい う集合的人格を反映す る小宇宙にす ぎない 。 個入意識
の著 しい 類似性や均一性 が ， 伝統的社会の 社会生活の 源泉で ある連帯の 基 礎 を形成 して い る 。
主体的で 自律的で個性的 と い う意味で の 個入主義はほ とん ど存在しな い 。 個人 的な感覚や欲求
す ら共有的 で ある 。 こ の 機械的連帯に 対応 する社会構造は ， 単純 な生物有機体 に似 て ， 内部構
造の 類似した氏族の 並 列的な連合か らな る 環 節的社会で ある。
　 他方，近代社会の統合的類型で あ る有機的連帯は分業 に よ っ て 形成 さ れ る 。 「分業 は社会の 体
積 （人 口 と生活空 間） と密度 （交通の 発展に よる人 間の 相互交流）に正比 例して変化す る 。 そ
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して分業が社会的発展 の過程 （伝統的社会 か ら近代社会 へ の推移） に お い て持続的 に進歩する
の は ， 諸社会が規則正 し くよ り密度を大 き くし， か つ 極 め て
一般的 に体積を増加 して い くか ら
で あ る 。 」
9）と くに ， 増大す る労働に よ っ て諸機能が 分化 し ， 同一機能の 連合 と異質な機能の相
互依存 に よ っ て 分業が 発展す る。デ ュ ル ケ ム は分業が必然化す る原因 を補足 して ，機械的連帯
の 諸環節の 解体の 為に 集合意識が抽象化し ， 益 々 そ の 支配力や 影響力の 弱ま る こ と をあ げて い
る 。 集合意識に埋没 して い た 個人意識が次第に解放され て ， 個人的多様化が進む か らで ある 。
社会 の規模の 拡大 と役割の 分化は，個人的生活世界 を形成す る。そ こ に本来的な個人主義が芽
ば える 。 したが っ て ， 諸機能の 多様化 を担 う諸個人 の 多様性に よっ て相互 に依存 しあう関係が ，
近代社会 にお け る有機的連帯の 基礎 であ る 。 この 連帯に対応す る社会構造は ， 高等な生物有機
体 に似て ，中枢器官 と従属的な諸器官か らなる有機的な組織的社会で ある。
　 「社会生 活は 二 重 の 源泉 ， す なわ ち諸意識の類似性 と社会的分業か ら流れ で る 。 第一の 場合
で は ， 個人は彼固有の個性 を もつ こ とな く， 彼以外の 同胞 と同様に同一の集合類型の 内部に混
合す る か ら，個人 は社会化 され る。第二 の 場合で は ， 個人は 自ら他の 者た ちか ら区別さ れ る 彼
特有 の相貌 と活動力を も っ て い て ， 個人 が 他入 か ら区別 され る程度に応じて他の 者た ち に依存
し て お り， した が っ て 彼 らの 結合か ら結果 する社会 に 依存 し て い る か ら，個人 は社 会化 さ れ
る。」川 社会化 に よ っ て社会は機能 し統合 され る 。 伝統的社会 に お い て は集合意識が ， また近代
社会 に お い て は分業が ， それぞれ の 社会 を統合する道徳的義務の体系を形成 して い る訳で ある。
　 したが っ て ， 近代社会 に お け る分業の発展の 為に は個人 の 多様化が必要条件で あ る 。 「分業は
自発的で ある 限 り連帯を生 む 。 」 「1＞つ ま り個人主義が 近代社会の 集合意識で ある 。 個人 主義を
人々 が認 めあ っ て い る とい う意味で 。 デ ュ ル ケム は個人 主義を限定し て ， 個人的人格の 尊重や
個人の 尊厳 などが 分業の発展 に伴 う道徳的な対応物で あると言 う。「今 日，すべ ての健全な意識
の うち に は人 間の 尊厳性を尊重す る鋭敏な感情が存在す る 。 わ れわ れ は 自ら に対す る関係 に お
い て も， 他人 との関係 に お い て も ， 同様に われ われ の行為を こ の感情に同調 させ る こ とを余儀
な くされ て い る 。 こ れ こ そ個人道徳の 全き本質が ある 。 」12）だ が ， 「言 っ て み れ ば ， そ れ は共 同
信仰な の だ 。 し か し ， それ は他の 信仰を破滅させ る こ と に よ っ て の み可能で あ り， した が っ て ，
こ の 信仰 は多 くの 消滅 し去 っ た信仰 と 同 じ効果を生み だす こ と は で き ない 。 こ れ らの 消滅 した
信仰の補 い は存在 しな い 。また，こ の 共同信仰は それが 共同体 に よ っ て担 われ て い る限 りでは
共通的で ある と し て も， 本来 ， そ の 目標か ら して 個人的で ある 。 それ は あ ら ゆ る 個人の 意志 を
同一の 目的に む けさせ る として も ， こ の 目的は非社会的で ある」 13）と ， デ ュ ル ケ ム は述 べ て い
る。
　個人主義の 道徳的側面で あ る個人の尊厳 を認め あう集合意識の 機能 は ， 諸個人 を厳 し く規制
して社会 を統合して い る伝統的社会の集合 意識の機能に は到底お よばな い 。 個人主義の利己 的
側面 に よ っ て ， た えず分散 し否定 され る 。 近代社会で は な に よ りも分業に よる機能的相互依存
や相互規制の道徳性が 必 要 と さ れ る 。 『社会分業論』 か ら 4 年 後 に 出版 され る 『自殺論』 で は ，
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啓蒙主義以来の 近代社会の 基本的理念で あ る 個人の 尊厳が ， 近 い 将来に は社会 を統合す る 最も
高次な宗教的理 念に な る こ とを予想 し て い る 。 「歴史 の発端 に お い て は社会がす べ て で あ り， 個
人 は無に 等 しい 。 それゆ え最 も強力な社会的感情 は個人 を集合体 に結 びつ ける感情 で あ り ， 集
合体は それ 自身 に と っ て の 固有の 目的で あ る 。 ……社会の 規模 とそ の 密度が増せ ば増す ほ ど ，
社会は一層複雑化 して分業が進み ， 個人間の差異 も多様な形で 出現 して くる 。 や が て同一集団
に お い て も， 全 メ ン バ ー間 に異質化が進ん で ，すべ て が 人間で ある と い うこ と以外 に もはや共
通の 要素が な に ひ とつ 共有され な い よ うな時期が や っ て くる 。 こ の よ うな条件の もとで は ， 必
然的に集合 的感情が あ らゆ る力を傾けて残され た唯一の 対象 と結びつ き ， その こ とだ けで も こ
の 対象に比類の な い価値 を吹 き込 む 。 人格 と はすべ て の 心が一致 し て 触れ る こ との で きる唯一
の もの で あ り， また人格を賛美す る こ とは集合的に追求 され る唯一の 目的で あるか ら ， 衆 目は
一致 して それに 一種異常 な価値 を与 えずに は い な い 。 こ うし て ， 人格 はあ らゆる人間的 目的 を
超 えて 一つ の 宗教的性質を帯びて くる 。 」 m
　 さて ， デ ュ ル ケ ム が 『社会分業論 』 で意図 した最大の 課題 は ， 近代社会にお け る有機的連帯
の 理 想的効果を現状の 病理 的分業 と対比 して 示 し，凝集性 と活力を欠い て い る現実の 第三共和
政の 道徳的統一に資す る提案 をす る こ とで ある 。 増大傾向に あ る個人 主義の 利己的性格を規制
して ， 個人の多様性 と自律性 が職業上の公正な再編で生 か され ， 個人の尊厳が守 られ る こ と ，
また そ の 結果 ， 道徳的義務の 体系が 確立 され て全体社会 との 緊密な依存関係が諸集団 に形成さ
れ る こ と が 望 ま れ て い る 。 『自殺論 』 の 結論部や 『社会分業論』 の 第二 版序文 （1902）で 提唱さ
れ る職業集団が そ の 具体的解決策で あ る 。 現実の産業界 の 混乱や 自殺 の 増加傾向を防 ぐ為に ，
また国家 に よ る 全体主義的統制や官僚主義的支配 を防 ぐ為 に ，国家 と個人 に介在 する 中間的な
二 次的集団 の 職業集団 や ， ある い は地域 的共同体 な どが ， 政治的 ， 経 済的決定権 を発揮す べ き
で ある と， デ ュ ル ケ ム は強調する 。 ア ン チ ・ナ シ ョ ナ リズ ム で あ り，ア ン チ ・エ ゴ イ ズ ム で あ
る。多元的な個人主義 と自発 的な集合主義が 出会 う と こ ろ に ， デ ュ ル ケ ム の 社会哲学が あ り，
自由主 義的イデオ ロ ギーが あ る 。 社会 と個人 を共 に 強化 しなが ら自己実現 させ る方向が 目指さ
れて い る 。
　デ ュ ル ケ ム の 個人 主義は ， ア ノ ミーとの関係で深め られ る 。 次に ア ノ ミー論の 展開をた どる 。
彼 は現実に 広ま っ て い る病理 的分業 と して ， 無規制的分業 と拘束的分業をあげる 。 前者は産業
的恐慌や倒産 ， 労資の 階級闘争な ど に み られ る。諸機能間の 十分な交流 に よ っ て 正 常的 に は生
まれ るは ずの 相互依存 に よる規制が ， 欠如して い る か 解体 して い る状態で ある 。 後者 に は相互
依存に よる規制が 階級的な所有関係に よ っ て一方的に支配 され て．い る状態で ある 。 職業や職能
の 選択 ， 配分 ， 評価が 能力 を無 視 し て 不 公平 に 行 わ れ て い る よ うに 。 社会的連帯を阻害す る
病理 的分業の ， と くに前者の 規制 の な い 状態 と い う意味で ， ア ノ ミー （anomie ， 語 源 は
lawlessnessを意味する ギ リ シ ャ 語の anomia ）と い う語を用 い る 。 無規範 （normless ）や規則
の 解体 （derequlation） とほぼ同意で あ る 。
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　 『社会分業論』 で は ， ア ノ ミーを産業界全般や 全体社会の マ ク ロ な次元 で は と らえず ， 職業
集団内の相互作用が不十分な為 の 無規制 として とらえ て い る 。 集 団内の 人間関係 と い うミ ク ロ
な次元で ある 。 ア ノ ミーは 分業の 病理 的形態と し て 例外的現象で あ り ， 正常な分業の 相互依存
に よ る相互 信頼や 自己規制に よ っ て解決さ れ る もの である 。 ところが ， 『自殺論』で は次元 を異
に した全体社会や産業界 ， 諸集 団の ， それ ぞれの構成要素間を統制す る共通 な規範や規則 が崩
壊 し て い る 状態 に概念化 さ れ る 。 ア ノ ミーに お い て ，人 々 は 自己を律す る こ と が で きず， 欲求
の 充足方法 を見失 っ て ， 欲求不満に陥 っ て い る 。
　 現実の近代社会では ， 伝統的社会 を統合 して い た宗教的，道徳的規範の 集合意識が 資本主義的
産業化の 進展に つ れ て希薄化 して きたが ， それ に代わ る新た な道徳的対応物を作 りあげて い な
い 。 分業 は正常的で な く， 入間の 尊厳 とい う新た な集合意識は今の と こ ろあて に な らな い 。 つ
ま り， そ の 為に 道徳的な価値体系が崩壊 し て お り， 統合的で ある べ き社会生活の 全面的危機が
招来 して い る 。 こ れが デ ュ ル ケ ム の 現実認識で ある 。 最大の 原因は ， 自由主義経済学が 論拠 に
して い る 自由放任 の功利主義的 な個人主義 に ある 。 高度 な資本主義産業化 に よ る富の増大 と，
自由放任の 経済原理 の 普及 とが あ い ま っ て ， 個人 の 利己的欲求 は著 し く助長 され て い る 。 しか
し欲求の 充足に は 自ずか ら限界が ある 。 無規制な経済的諸力に よっ て 翻弄 され ， 欲求不満 と挫
折感 に陥 っ て い る個人は社会的連帯か ら切 り離 され て孤独で あ る 。 こ の よ うに近代人 は病理 的
な精神状況 に あ り， 近代社会の 不統合 も著 し い 。
　ア ダム ・ス ミ ス の 古典派経済学の継承 者 ス ペ ン サーが予見 して い る ， 自由な私的契約の 社会
秩序観 に よる社会発展の 図式 は ， 功利 主義的中産階級お よび体制擁護 の資本家階級の 自由主義
的イ デオ ロ ギーで あ る と ， デ ュ ル ケ ム は批判す る 。 自由主義の 枠内に あ っ て デ ュ ル ケ ム は ， 厳
格 な モ ラ リス トの ゆ え に 道徳的秩序 を求 め る 。 単な るブ ル ジ ョ ワ的 自由主義 は功利主義の 正 当
化で ある 。 職業集団の 提唱で も分る よ う に ， デ ュ ル ケ4 は政治的 ， 経済的に はむ しろ社会主義
やサ ン デ ィ カ リズ ム に好意的なラ ジ カ ル な自由主義者で ある と言える。ブ ル ジ ョ ワ 的自由主義
は社会的連帯 を育 む ， 規範的な道徳的性格を欠い て い る 。 道徳的個人 主義は功利主 義的な利己
的個人主義 に よ っ て お としめ られて い る 。 デ ュ ル ケ ム の モ デル か らす る と ， ス ペ ン サ ーの功利
主義は社会的連帯 と 正反対の 分裂を招き ， アナーキーを結果す る 。 経済的欲求は それ 自体の 内
に規制力を もたな い 為に ， 経済を包 み込 む社会的規制が近代社会 には必要で あ る 。 神の見え ざ
る手 を信 じ る こ と は で きな い 。 デ ュ ル ケ ム の解決策 は先 に述 べ た職業集団で あ り， 後 に は，規
則 を重ん じ ， 社会集団 に 愛着し ， し か も自己自らを律する人間 を育成 する道徳教育の 提唱 で あ
る 。 ともあれ ， 『社会分業詢 か ら
『自殺論 』へ と， デ ュ ル ケ ム の 功利 主義批判 の矛先は鋭 い 。
　 『自殺論 』 で は ， 具体的な社会的現象に よ っ てア ノ ミー概念が深め られ る。 そ して ， 近代社
会 に お ける個人 主義の価値や 限界を論 じ る こ と に な る 。 結論を先取 りする と，個人主義の イ申張
は近代社会存続の 条件で ある けれ ど も ， 過度の 個人主義化は社会的不統合を もた ら し， 社会の
み な らず個人に も非常な ダメージを与 える こ とが ， 利己 的自殺や ア ノ ミー的 自殺 で 論証 される。
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　デ ュ ル ケ ム は 19世紀の ヨ ーロ ッ パ の 自殺率の急激な上昇 に着目して ， それ を社会的連帯の欠
如 した構造的危機状況の現れ と考 える。「 自殺が一貫 して 増加 し続ける こ とは ， 社会の 有機的構造
に 重大なひ びが入 っ た こ と の 証拠で ある こ とは確実で ある 」15）と言 う。 自殺 を社会的 な病理現象
と して とらえ ， 近代社会の道徳性の 欠如の性格を ， 自殺の統計資料を駆使して描き出す 。 つ ま
り， 個人主義的な近代社会 の病理的側面が 見事に 明らか に さ れ る 。 もうひ と つ の 課題は ， 彼の
方法論の具体例 を示す こ と で ある 。 「私 に文句 を言 っ て い る 人 も， 社会的事実の 現実性 をよりよ
く理解して くれ るだ ろ うと期待 して い る 。 とい うの も ， 『自殺論 』で私が検討 して い る の は ， 自
殺の 個人 的あ らわれ か ら分離 さ れ た ， 社会 的諸集団の 自殺傾向で あ り， 自殺 へ の 社会的潮流な
の で す」 16）とデ ュ ル ケ ム 自らある書簡 で述 べ て い る 。
　 19世紀後半 に 流行 した研究対象で ある 自殺 を，デ ュ ル ケ ム は彼の 方法論 に よ っ て 社会的事実
として とらえ ， その原因 も社会的要因に 求めた 。 過去の 自殺研究で は地理的要因や生物学的要
因（遺伝や 心理 ， 精神病）， 社会的要因が 問われ て い るが ， 彼 は 自殺 の 統 計資料 に 表 れ る 自殺
率の 斉一性に 着目して ， 社会的要因の み を問題 とす る 。 民族や 国家 ， 集団に はそれ ぞれ ある程
度一定 した 自殺率が み られ る こ とか ら， 自殺を引 き起 こ さ せ る社会的な集合的傾 向性が予想 さ
れる 。 それ は集合意識 の 不確定な世論的雰囲気で あ っ て ， デ ュ ル ケ ムは 自殺の 潮流 と呼 んで い
る 。 彼は 自殺の 非社会的要因その もの を否定した訳で な く， 当時の知的水準か ら， また彼の厳
格 な経験科学的 な実証主義の 方法論か ら， 非社会 的要因に よ る自殺 の 説明 を受 け入れ る こ とが
で きなか っ た の で ある。彼 は 自殺の 社会 的要因に着 目する こ とで ，自殺率の 分布 の 解釈 に新 し
い 道 を拓 い た の で ある 。 そ して ， 自殺原因を社会的 ・文化的構造の 特性 と関係づ け て説明し て
い る 。
　デ ュ ル ケ ム は 自殺傾向を含む集団属性 と して 四 つ の 型 をあげて い る 。 利己 的自殺 ， 愛他的自
殺 ， ア ノ ミー的自殺 ， 宿命的自殺で あ る 。 利己的自殺 とは ， 個人 が所属す る社会集団 の 不統合
の 為に ， 常軌 を逸 した個人化か ら生 じる個人的理由の個人的解決 として の 自殺で ある 。 例 えば ，
プ ロ テ ス タ ン トの 自殺率が カ ソ リ ッ ク の それ よ りも多い 理 由 として ， プ ロ テ ス タ ン ト教会の集
団 的統合の 弱 さ と ， そ の 信仰 に お け る 教義の個人的解釈の 自由さ を あげ て い る 。 愛他的 自殺は ，
個人に容易 に犠牲 を強 い る集団的圧迫に よる義務的な集団本位の 自殺で あ る 。 例えば ， 集団の
負担 に な る老人 や病人の 自殺や，軍人の 名誉 を重ん じる 自殺や，主君や主人の あ とを追 う殉死
で ある 。 軍入で は志願兵や将校に 自殺が 多 い 。 ア ノ ミー的 自殺は ， 急激な社会変動な ど に よ っ
て社会的規範や規則が 弛緩 した り解体 して ， 個人の欲求 に対する適切 な規制が働か な くな っ て ，
膨れ上 が る欲求 が満た され な い 為の 自殺で ある 。 欲求不満に よる 自己嫌悪 と虚 しさ に よる 自殺
で ある 。 例え ば， 急激 な経済的不 況や好況時の資産家達 に み られ る 。 宿命的自殺は ， 囚人 や奴
隷の 場合の よ うに ， 過度の 規制や抑圧 の 為に ， 生 きる意志や諸々 の 欲求実現が著 しく否定 された
状況で の 自殺で ある。閉塞感や絶望感 ゆ え の 自殺で ある。
　利己的 自殺 は過度の 個人化が原因で あ り， 愛他的自殺 は過度の 集団化に よる 。 い ずれ も個人
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が社会に コ ミ ッ トし結合す る様式， 愛着す る様式 に 関係し て い る 。 利己的自殺者は自己に 内在
化 した社会 （所属集団な ど）が非常に希薄で ， 社会に 同一化で きな い 。 愛他的 自殺者は 自己 に
内在化 した社会が非常 に 濃厚で ，社会に 同一化 しす ぎて い る 。 こ れ ら に対 して ， ア ノ ミー的 自
殺 と宿命的自殺は社会が個人 を規制す る様式 に関係し て い る 。 ア ノ ミー的自殺者に は外在的な
社会的規範や規則に よる規制が不確かで感 じ られ な い 。 宿命的 自殺者 に は外在的な社会的規範
や規則が絶大的なもの として 眼前 に ある。宿命的 自殺 に つ い て は ， デ ュ ル ケ ム は脚注で 扱 っ て
い るだ け で ， 彼の 関心 は前者の 三 つ の 型で ある 。 以上の型の 自殺 の潮流が 集団の属性と して ，
混在 して い る と彼 は言う。 「割合は社会 に よ っ て異な るが ， 利己主義 ， 愛他主義お よび若干の ア
ノ ミーと結び つ い て い な い よ うな道徳的理想は存在 しな い 。 なぜな ら社会生活は ， 個人が一定
の 個性を有す る こ と ， 共同体の 要求が ある と き に は 個人が その個性 を放棄す る覚悟の ある こ と ，
最後 に ， ある範囲に お い て は個人が 進歩の 観念を受 け入 れ る用意の ある こ と を同時 に想定す る
こ とで 成 り立 つ もの だ か ら で ある 。 それ ゆ え ， 三 つ の 異 な っ た 方向， しか も矛盾 して さ え い る
方 向に人々 を導 く こ の 三 つ の世論の 流れ が共存 し て い ない よ うな民族 は存在 しな い 。 こ れ らの
流 れ が互 い に和 らげ合 っ て い る と こ ろ で は ，道徳的存在 として の 人 問 はあ る均衡 の と れ た 状態
に あ っ て ， 一切 自殺の観念 に とらわ れ な い よ う に保護 さ れ る 。 と こ ろ が ， その流れ の 一つ が他
の 流れ を阻止 して ， ある程度 を超 える と， 前述 の理 由か ら ， それ は個人化 して 自殺 の 流れ とな
る 。」
17）
　個人的感情と呼応 し ， 個人 に 影響 を与えや す い 自殺の 潮流は ， い ずれの社会 に お い て も集合
的な意識の 流れ の 中に含 まれ て い る 。 自殺の ない 社会は な く， 自殺は覚悟の 上 の 死で ある か ら，
い ずれ の 社会の 自殺 もなん らか の集合的規範や価値の 内在化 した もの を程度 の差 ピそあれ 自発
的 に 再現 して い る 。 自殺 （自殺率〉の 原因 と な る の は ， 自殺の潮流の ある もの が過度に 強度 に
な っ て諸潮流の相殺的バ ラ ン ス が崩れ るか らであ る 。 そ の バ ラ ン ス は 社会集団の状態や そ の 道
徳的構造に規定されて い る 。 た だ，デ ュ ル ケ ム は ある個人が 自殺 する決定因に まで 言及 しな い 。
「直接 に 自殺を引 き起 こ す決定的条件の よ う に み える私生活上の 出来事 は どうか とい えば ， そ
れ らは実 は偶然的な原因 に すぎな い 。 個人が環境の与 え る ごく軽微な打撃に も負け て しま うと
すれ ぼ， そ れ は社会の 状態が個人 を特に 自殺 しやす い 人間に 仕立 て あげて い た か ら に ほか な ら
な い 。 」
18 ）彼の 方法論に よる限界か もしれ な い が ， 自殺者の 先有傾向 と社会的潮流 をつ きあわせ
る分析視角があ っ て もよか っ た 。 しか し ， 推論的で は あるが ， 自殺の 類型か ら演繹 され る自殺
者 の パ ーソ ナ リテ ィ の 類型の存在 は暗示 され て い る 。
　さ て ， 19世紀 の ヨ ーロ ッ パ の 自殺率 の 急上 昇の原因 としそ， デ ュ ル ケ ム は と くに 利己的 自殺
とア ノ ミー的自殺 に着目する 。 伝統的社会 に お い て は ， 集合意識によ る強固な道徳的一致が社
会秩序 を形成 し て お り，自己犠牲や没個性が要求 される。 したが っ て ， 愛他的 自殺 や宿命的自
殺の 社会的潮流が集合意識の 中で 強 く働 い て い る 。 他方 ， 近代社会に お い て は ， 社会的分業や
個人主義化の伸 張に よ っ て ， 利己的 自殺や ア ノ ミー的自殺の 社会的潮流が強 く働 く。 近代社会
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はそ の 構造上 ， 個人の権利 に大 きな価値が おか れて い る 。 また ， 高度な資本主義的産業化に よ
る富の 増大は，欲求 を肥大化させ ， 自我像を も拡大 させ て い るか らで ある 。
　デ ュ ル ケ ム が 利己的 自殺の 考察で 得た結論 は ， 「自殺は ， 個人の 属 し て い る社会集団の 統合の
強 さに反比例 して増減す る 」
19）と い うこ とで あ る 。 彼の例証 に よ る と ， 宗教団体や 家族 ， 政治社
会の統合の 程度 と 自殺の 間に 逆相関関係 が ある 。 カ ソ リ ッ クは プ ロ テ ス タン トよ り自殺が少 な
い 。 子供の ある夫婦は子供 のな い 夫婦 よ り自殺が 少な い 。 既婚者は未婚者や や もめ よ り自殺 が
少な い 。 家族数の 多い ほ ど自殺が少な い 。 また ， 戦争や政変は 自殺率の 低下 を促す。
　宗教 団体 に つ い て デ ュ ル ケ ム は述 べ て い る。「 も とも と宗教団体 とい う もの は，集合的な信条
が なけれ ぼ存立 で きな い 。 そ して ， こ の 信条が広 く共有され て い れば い る ほ ど ， そ の 社会は よ
り一体化 され ， 強め られ た もの に な る 。
……宗教団体で は ， 人々 は同一の教義体系に 結びつ く
こ とに よ っ て は じめ て社会化され るの で あ り ， こ の 教義体系が よ り広汎で しか も強固で あれ ば
あるほ ど， 人 々 は よ りよ く社会化 され る 。 …
…反対 に宗教 団体 が ， 個人の 判断に す べ て を ゆ だ
ね て い れ ば い る ほ ど， それ だ け個人の生活 に対する支配が 欠け ， 集団 とし て の凝集性 も活気 も
失 わ れ て くる 。 ・・…・プ ロ テ ス タ ン トの ほ う に 自殺の 多 い 理由は ， プ ロ テス タ ン トの教会 が カ
トリ ッ ク教会ほ ど強力 に統合 され て い な い 為で あ る ， と 。 」
2°）
　家族に つ い て は ， 「集合的感情が一種異常な エ ネ ル ギーを もっ て い る の は ， それ ぞれ の 個人意
識が それ に 感応す る ときの力が ， 他 の あらゆ る個人意識に ， それ も相互的に ， 反作用 を及 ぼし
て い るか ら に ほ か な らな い 。 だ か ら，集合 的感情の もち う る強度 は ， こ の感情 を共有 して い る
個人 の 数に か か っ て い る 。……小家族に お い て は，共通の 感情 や記憶を表象し， 分有す る こ と
に よ っ て それを強め るだ け の 人 数が い な い 為 ， そ の 感1青や 記憶 も と くに強力な もの に な る こ と
が で きな い 。 」
21）多数の濃密 な人間関係が集団精神や責任意識 を高める 。 しか もそれ が 永続的集
団内で あ れ ば， よ り人々 を生 に つ な ぎと め る訳 で ある 。
　戦争や政変 に つ い て は ， 「国民的大戦の よ うな社会的激動が 生 じ る と ， それ に よ っ て 集合的感
情 は生気をお び ， 祖国愛や党派精神 ， あ る い は政治的信念や国家的信念は鼓吹 され ， 種 々 の 活
動 は 同 じ一っ の 目標に 向か っ て 集中し，少な くとも
一時的 に は極め て 強 固 な社 会的 統合 を実
現 され る 。 」 22）社会の メ ン バ ーの
一員 として の 精神的高揚や連帯感の 強弱 に よ っ て ， 自殺が抑止
された り促進 され た りす る訳で ある 。
　 した が っ て ， 利己的 自殺者は集合的目的の 欠如に 苦 しん で い る 。 社会 や集団との関わ りで 自
己の人生 を位置づ け るこ とが で きず，ただ私的な 目的の み に 生き て い る 。 し か し ， 個人 の生 を
意味ある もの にするの は ，集団生活 へ の 参加や結合感情で ある 。 人間 は本来的に非常に強 く社
会化 され て い る だ け に ， 私的目的や 関心の み に 生 き る こ とは虚 し い 。利己的 自殺者は個人主義
の 伸張 した ， と りわ け近代的なタイ プ で あ り， そ の パ
ーソ ナ リ テ ィ は 知的で 思索的な もの で あ
る 。 自己 集中と孤独 に よ っ て行動 へ の 活力を失な い ， 内面的生活 に 閉 じ こ もる。つ い に は憂 う
つ や意気消沈 ， ア パ シ ーを免れ る こ と が で きず ， 生 を放棄 しか ね な い 。
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　 他方，ア ノ ミー的自殺を定立 す る に あた り， デ ュ ル ケ ム は経済的不況下 と急激な繁栄期 の 高
い 自殺率に着 目 して ， 共 に社会的激変に よ っ て集合的秩序が動揺す る と こ ろ に 自殺原 因 をみ
て い る 。 不況下に お い て は ， 個人 の社会的地位の 没落現象が あ り ， 正当化 され て い た欲求は厳
し く規制 され る。 しか し人 間は急に欲求の 水準を引き下げる こ と は で きず ， 期待は 裏切 られ て
苦悩や 恥辱 ， 欲求不満 を感 じ， 時には その絶望感か ら死 に向か う。 厳 しい 規制は認め る こ と が で
きず ， 一種の無規制的虚脱状態 に なる訳で ある。繁栄期に お い て は ， 社会的勢力や富の 突然 の
増大 に よ っ て ， それ まで の 欲求を規制 して い た社会 的に是認 された規範 や規則が崩壊 す る 。 そ
こ で個人 は無規制状態に 陥 っ て 欲求を膨張 さ せ ， 時に そ の止 み難い 渇望に苦 しめ られ て 死 に 向
か う。ア ノ ミー状態 にある人 間の 感情は ， 失望に よる怒 りや苛だち，怨念で あ り， 欲求追求の
被労感や倦怠感で ある 。 時 に は他者 に 向け られ る激 しい 感情 で あ る 。
　 デ ュ ル ケ ム に よ る と， 「産業に よ っ て あお りた て られた欲求 は ， それ を規制 して きた あ らゆ る
権威か ら身を解き放 つ こ と に な っ た。 こ の 物質的幸福の 神格化は ， い わ ば欲求を神聖化し ， 欲
求 を人 間の あ らゆ る法よ りも上位 に お くよ うな もの で ある 。 そ の欲求を さ 求た げる こ と は ， あ
た か も冒漕で ある か の よ う に さ え思 われ る 。 ……今 日の 経済的状態の 特徴 で ある 無秩序は ， あ
らゆる危険な冒険 へ 扉 を開 い て い る 。 人々 の 空想 は 目新 し い も の に 渇 え ， しか もそ れ を規制 す
る も の が な い の で ， 空想は 当て もな く手 さ ぐ りする こ とに な る 。 い きお い ， 危険が大 き くな る
に つ れ て挫折も多 くな るが ， さ ら に これが ます ます入 をあや め る よ うにな る と ， そ の 危機 も倍
加 され る 。 」 23）
　ア ノ ミ
ー的 自殺者 は 自らの 活動に 位置づ け られ た規制の 欠如に よ っ て ， 自らの 人間的本性の
調整 に苦 しん で い る 。 目的 に前進 して い る と い う保証は，手段の適切 な支配の み な らず ， 目的
自体の 明確な限定に依存 し て い る。と くに ，突然の 繁栄は それ を不 可能に す る の で ある 。 「 どん
な生物 も ， そ の 欲求が 十分 に 手段 と適合 して い な い 限 り幸福で は あ りえな い し ， また生 きる こ
と もで きない 。 それ に反 して ， もしも欲求 が手段の上 で許容され る もの 以上 を求 めた り， ある
い は単 に そ の 手段 と関わ りの な い もの を求 めた りする な らぼ ， 欲求は た えず裏切 られ ， 苦痛な
し に は 機能 しえな い の で ある 。」
24 ）欲求 と手段の適合が健 全な生の 条件で ある 。 と こ ろで ， 「成年
に 達 した文明人 に は ， 肉体の 欲求 （生 物学的欲求）か らか け離れた お びただ し い 観念 ， 感情 ，
慣行 （社会的欲求源） などが存在 して い る。芸術 ， 道徳， 宗教 ， 政治的信念 ， 科学な どは ， そ
れ 自体 として 器官の 消耗を償 う役 目をす る訳で もな く， また そ の 機能を うま く維持す る の に 役
立 つ 訳で もな い 。 それ らす べ て の超 肉体的 な生活 をめ ざめ させ ， 発展 さ せ て きた の は ， ……社
会的環境 の 刺激 で ある 。 」 25 ｝
　社会的に形成され た欲求は ， 社会的規範や規則に よ っ て社会 に適応 され ね ばな らな い 。 それ
は生物学的欲求 と本質的に 区別 され る 。 それ は生物学的条件に よ っ て制限 され な い 。しか も，
人 間は非常に 社会化され て い る の で ， 生 物学的欲求の み で 生 きられ な い 。 し か も社会に コ ミ ッ
トで きず， 社会か ら逸脱 した り（利己的自殺）， 社会が規範や規則 を崩壊 して ， 社会の 中に個人
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　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　 　　　寺林 ：デ ュ ル ケ ム に お け る個 人 主 義
を取 り込む こ とが で きない 場合 （アノ ミー的 自殺）、 人 間の生物学的条件にダメージを与 え る 。
もち ろん ， 人 間が社会 に コ ミ ッ トしす ぎた り（愛他的 自殺）、祉会が人間 を取 り込み す ぎる と（宿
命的自殺）， 人 間の生 は軽ん じ られ て し ま う。 社会が統合的な集合的 ， 道徳的権威 を もっ て 個人
を規制 し て い る安定 した社会で は ， 「人間が 正 当に追求す る こ との 許され る幸福， 快適さ ， 贅沢
の 量」26）で ある， 社会的職能や 役割の 相対的な価値 や報酬，生活 水準は ， 社会の 集合的な道徳的
意識で ある世論な どに よ っ て正 当 とみ な され た暗黙の 規定が ある 。 それ が個人 の欲求の 中庸の
健全 さを支 えて ，幸福や快楽の 配分を行 う。職能 へ の 人 員 の 配 分 も同様で ある 。 こ こ で は個
人 の経済的目標お よび自己 の 存在意義 は明 らか とな り，「個人 は 自らの 活動に相応 し い 代価 とし
て正 当に 望み う る もの を欲求す るだけで ある 。 」
27｝
　デ ュ ル ケ ム は ア ノ ミーの慢性的状況 を現実の産業界にみ て い る 。 経済の発展 は宗教 や政治権
力の規制を解 き放 つ こ とを通 して 進め られ ， 経済が 社会の 至上 目的 とな っ た為に ， ア ノ ミ
ーが
景気変動 に よ っ て頻発 して い るか らで ある 。 こ の 経済的ア ノ ミ
ーに ， 配偶者の死に よ る自殺や
離婚者の 自殺 で ある家族 的ア ノ ミーを加え る 。 後者 に つ い ては ， 結婚 に よる欲求の 規制が 自殺
の 抑止力を もっ て い る とい うデ ュ ル ケ ム の 解釈で ある 。 い ずれ も統合的な集合的秩序の 規制が
崩壊 して い るア ノ ミーで ある 。 彼の ア ノ ミーの 分析法 は価値か らの ア プ ロ
ーチ とし て ， 欲求の
限界 が 失 わ れ れ ば パ ーソ ナ リ テ ィ の 安定が崩れ る と い う理論 的志向を示 して い る 。 後 に ， マ
ー トン は こ の観点を継承 して ， 内在化 した価値 の制度化が不十分で ある と逸脱行動が生 じる と
論 じ，理論 的に展開す る こ とにな る。
　利己的 自殺 と ア ノ ミー的 自殺は近代社会 に特徴的な病理 現象で あ り，自殺率の 急上昇 は社会
全体の構造 的な危機で ある 。 デ ュ ル ケ ム は 自殺の研究の 中で ， 個人主義の伸張した近代社会の
危うさを強調 して い る 。 主体 的で 自律 的で 個性 を尊重す る個人主義が ， 利己的 自殺の大 きな要
因で ある。観念や 信念 ， 感情 を社会化に よ っ て得て い る社会的存在で ある人 間に と っ て ， 社会
との 関わ りを失 っ て い る過 度の 個人 主義は異常で ある と ， デ ュ ル ケ ム は言う。 また ， 個人 主義
はア ノ ミー的 自殺 に も関係 して い る 。 デ ュ ル ケ ム は利己 的自殺 とア ノ ミー的 自殺の複合的 な心
理 と し て ， 動揺と無気力 ， 活動 と夢想 の 混淆 した状態 をあげて い る 。
「自ら の 心 の うちな る空虚
を埋 め る為 に ， 新た な興奮 を追 い 求め ， い わ ゆ る情熱家ほ どそれ に血道 をあげは し な い が ， し
か しまた ， よ く早 くそれ に飽 い て しま い ， そ の 倦怠か ら再び孤独 に か え り， 初め の ある憂う つ
を い よい よ深め て し ま うこ と もある 。 ……失望が 興奮 と ， 夢想が行動 と ， 欲望の狂奔が 憂うつ
な瞑想 と交互 に代わ るが わ る現れ る 。 」 28）
　 こ こ に ， 利己 的自殺 とア ノ ミー的 自殺の 類縁的関係が 示 され て い る 。 つ ま りア ノ ミーも利己
主義 と同様 に 個人主義を要因 とし て い る 。 確か に ， 利己的 自殺者 は社会 に コ ミ ッ トで きな い け
れ ど ， 自己 の生活は個人 主義に 自ら律 して い る 。 反対 に ， ア ノ ミー的 自殺者 は 自己の 欲求を持
て あまし，自己の 生活 を律 し切れ て い な い 。 しか し ， 個人主義 によ る個人的秩序 は ， 集団主義
的な社会的秩序ほ ど強力で は な い 。 ア ノ ミー的 自殺で は ， 個人 的秩序が 社会的秩序の 混 乱で 十
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分に動揺 して しまう。人間は 自己 自身の 為よ り集団の 為に欲求 を 自制する こ との 方が容易で あ
る
。
し た が っ て
，
ア ノ ミー的自殺者 に も個人主義の 影響 は大 きい 。デ ュ ル ケム は孤独 に閉じ こ
もらな い 激し い 欲求不満に よる憤懣 は利 己主義 と相容れない と言 うけれ ども ， 欲求の 追求や虚
しい 興奮 に 身をゆだねた疲労感 は，利己主義の 自虐的 自己満足の もの うげな憂うつ に 極 めて類
似 する と述 べ て い る 。 利己的自殺は もち ろん ， ア ノ ミー的自殺に も， 個人 主義に よ る自己主 張
や欲求充足が前提条件を形成 して い る 。 社会的次元で は ， 利 己主義 もア ノ ミ
ーも ， 近代社会の
構造的側面に 起因 し て い る 。 個人 主義は近代社会 の 存立条件で あ るが，社会の本性 と の 対応関
係が崩れ る ほ ど過度な も の に な る と ， 利己的 自殺や ア ノ ミー的自殺 と い う病理 現象を引 き起 こ
す 。 社会の本性 との対応関係 とは社会的存在 とし て の 人間性 との 対応関係 とい い か え る こ とが ，
デ ュ ル ケ ム の 社会観に 含 ま れ た人間観か ら ， 可能で あ．る 。
　デ ュ ル ケ ム が 教育論で 明言して い る よ うに ，
29 ）彼の人 間観は社会的存在 と個人 的存在 の 二 元
論で ある 。 社会的存在と して の人間は ， 個人が所属 し構成 して い る社会を表象す る為に非経験
的要素を も含む ， 集合的観念や感情の体系 （集合意識）を内在化させ て い る と こ ろの道徳的存
在で ある 。 個人 的存在 として の 人間は ， 全 く個人的な経験的生活 に の み 関わ る精神状態 か ら成
り立 っ て い る利 己的存在で ある 。 前者は人 間の尊厳 を基本理念 とする道徳的個人主義 に ， 後者
は利己的個人主義に概念化され る 。 い ずれ も集合意識が認 め る個人 主義で ある か ら ， 社会の 所
産で あ り， 社会 と人 間の 存立条件で ある 。 社会が分化 して多様化 し多元化 する為 に は ， 個人 も
個性を発揮 しな けれ ばな らな い 。た だ ， 過度の 個人化，個人主義化 の 利己主義は回避 しな けれ
ばな らな い 。 した が っ て ， 道徳的個人主 義と利己的個人主義の 弁証法的関係に ， 人間 と社会の
それ ぞれ の 活動的で 発展的エ ネ ル ギーが 生 まれ る。デ ュ ル ケ ム に お ける個人主義 は ， あ くまで
全体社会の シ ス テ ム との 関わ りをもつ ，社会 の構成要素 として の 人 間的側面で あ る。特に近代
社会 に お ける 重要な機能要件で ある 。
　デ ュ ル ケム にお い て ， 社会 と個人は深 く広 くオーバ ー ・ラ ッ プ して い る 。 そ して相互 に補完
的で 強化 しあ う関係 に ある 。 近代社会は伝統的社会 よ りも， 主体 的で 自律 的で ，個性的 な人間
を必要 とし て お り， 近代社会の構造が 機能的で 多元的な ほ ど ， 人 間個性を発展 させ る 。 近代人
は い ろん な集団の メ ン バ ー と して ， 自己の個性 を発揮し ， 役割を担 い ， 社会に 個性的に 関与す
る こ と に よ っ て 存在意義が 見い 出せ る 。 社会の 統合的機能 と人間の 生の 充実感が呼応しあい 強
化 しあう， 歴史的条件や社会構造的条件 をデ ュ ル ケ ム は求 め て い る 。 個人 主義が そ の
一翼 を担
っ て い る こ と に 違 い はな い 。 最後に ， デ ュ ル ケ ム は教育論 に お い て ， 人間 （子供）の 人格や ，
独創性 ， 自由 ， 個性 ， 自律性 を非常に 尊重 して い る こ とを付言して お く。
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1麻生誠 ・山村健訳，明治図書，1969，p ．45．　 個人主義 と合理主義は 表裏一体 の 関係 に ある とい う。
合理 主義 と は 科学的精神 に よ る 真理 の 探究で ある 。 し た が っ て ， 自由 を求め る個人 主義的感情 と合 理
主義的信念 の結合 で，理性 は人間の 尊厳を導き，そ れ に 反す る もの を不 正 とで きる 。 合理 主 義 は個人
主義 の知的な様相 で ある と い う。
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